
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩泉町立岩泉中学校 学校だより 令和８年９月１８日（金）発行   

 

 

自主 

健康 

友愛 

Ｎｏ１８ 

文責：藤枝 

← 学 校 Ｈ Ｐ

はこちら  

陸上競技・駅伝競走大会結果（８位以内） 

三田地 紗 弥（３年） ３年女子１００ｍ ２位 １５秒１１ 

﨑 尾 心 春（２年） ２年女子１００ｍ   ６位 １４秒９６ 

大 川 楓 乃（２年） 共通女子走幅跳  ２位 ４ｍ３６ 

相 沢 結 衣（２年）   共通女子走高跳  １位 １ｍ５７（大会新記録） 

東 野 瑛 茉（１年）    共通女子走高跳    ４位  １ｍ１５ 

鷺 田 悠 佑（１年）  １年男子１００ｍ     ２位  １３秒５3 

箱 石 惟 伶（２年）  ２年男子１００ｍ     7 位  １３秒２７ 

上日向 峻 輔（３年）   共通男子２００ｍ    ３位   ２６秒６１ 

大 森 心 慈（２年）   共通男子２００ｍ    ６位   ２７秒７５ 

前 川 晴 真（２年） 共通男子走幅跳  １位 ５ｍ５３ 

上 田 智 徳（３年）    共通男子砲丸投    ３位  ８ｍ５６ 

佐々木 陽 生（２年）    共通男子砲丸投    ７位  ７ｍ４９ 

新 屋 昊 惟（２年）    共通男子砲丸投    ８位   ７ｍ３７ 

〇共通女子 ４×１００ｍＲ ４位 ５８秒２８ 

『三田地紗弥 﨑尾心春 相沢結衣 大川楓乃』 

〇共通男子 ４×１００ｍＲ ７位 ５１秒３３ 

『上日向峻輔 畠山 隼 佐藤芳乃介 狩野龍剛』 

〇駅伝競走女子 ７位 １時間 0１分２４秒 

『森山悠菜 熊谷優月 袰野すみれ 前川優菜 吉田汐里』 

〇駅伝競走男子 ３位 １時間 07 分２３秒（県大会出場権 獲得） 

『後藤惺南 上日向峻輔 工藤マシュー 生田幸飛 畠山貴裕 佐藤 塁』 



学校に戻る際には、 

・口は人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう・目は人の良いところを見るために使おう 

・耳は人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう ・手足は人を助けるために使おう 

・心は人の痛みがわかるために使おう 

「私を助けてくれた人たちがしてくれたことを、今度は私がしよう」と決意したそうです。 

 

 

 

9 月 18 日、3 年生を対象に、三菱 UFJ アセット

マネジメント株式会社の皆様を講師にお招きし、消

費者教育の授業を行いました。 

授業では、グループで相談しながら、パソコン上

で株式や債券の売買を疑似体験しました。「どの商

品を選ぶか」「いつ売買するか」などを考える中で、

生徒たちは、お金を運用することにはさまざまな選

択肢がある一方、リスクも伴うことを体験的に学び

ました。 

今回の学習で大切にしたのは、単に「お金を増や

す方法」を知ることではありません。将来の生活を

見据え、正しい知識をもとに考え、自分で判断し、選択する力を身に付けることです。 

これから社会へ歩み出す生徒たちにとって、「お金」との向き合い方を考えることは、自分の

未来を考えることにもつながります。今回の学びを、将来の自立に向けた一歩としてほしいと

思います。ご指導いただいた皆様、貴重な学びの機会をありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

9 月 1７日、全校朝会で「命」について考える時間

をもちました。きっかけとして紹介したのは、９月

11 日付の岩手日報に掲載された、「小中高生の自傷・

自殺未遂」に関する記事です。身近な子どもたちの中

にも、誰にも言えない悩みや苦しさを抱えているかも

しれない…。 

その後、ある教師が自身の体験をもとに製作した

「命の授業」の映像を全校で視聴しました。 

その方は、スキーで転倒して首の骨を折り、一時は

手足が動かず、話すこともできなくなりました。生き

る事さえ諦めようとしました。しかし、家族や先生、

仲間、生徒たちからかけられた言葉に支えられ、 

「一人じゃない。助けてって言っていいんだ」 

と気付き、再び生きる力を取り戻しました。 

今日見た映像のように、人生にはつらいことや失敗

もあります。でも、そこから何度でも立ち上がること

ができます。 

今回の「命の授業」を通して、生徒一人ひとりが、

自分も、そして周りの仲間も、かけがえのない大切な

存在であることを心に刻んでほしいと願っています。 

【最後のメッセージ】 

あなたは一人じゃない。 

あなたを大切に思っている人が必ずいる。 

そして、 

あなたがいることで、幸せになる人が必ず

いる。 

 

1 人ひとりがかけがえのない存在 


